
 http://www.vil l .higashichichibu.saitama.jp/

編集発行　平成27年10月１日　東秩父村役場（ 　 0493 -82-1221 )

９月村議会定例会…………………２～３

広報「東ちちぶ」第500号発行 …４～５

マイナンバーについて……………６～８

和風文化祭のお知らせ…………………９

平成２７年度敬老会…………………１０

百寿の祝い……………………………１１

みんなのページ………………１２～１３

お知らせ………………………１４～１５

世帯と人口……………………………１６

2015 10
第500号記念
2015 10
第500号記念

敬老会の一場面～さまざまな演目に楽しいひととき～
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９
月
議
会
定
例
会

　

９
月
９
日
、
10
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
９
月
村
議
会
定
例
会
が
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
で
は
、
平
成
26
年
度
一
般

会
計
を
は
じ
め
、
５
つ
の
特
別
会
計
の
決
算
認
定
を
含
む
17
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

決
算
認
定

一
般
質
問

決
算
認
定
な
ど
17
議
案
を
審
議
・
可
決

◆
平
成
26
年
度
東
秩
父
村
一
般
会
計

ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、

合
併
浄
化
槽
設
置
管
理
事
業
、
後
期

高
齢
者
医
療
、
簡
易
水
道
事
業
の
５

つ
の
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

（
内
容
）
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
１
億
３
９
０
８
万
４
０
０

０
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
19
億
５
７
３
４
万
１
０
０
０

円
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

（
内
容
）
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

３
９
２
４
万
３
０
０
０
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
５
億
３
４

２
４
万
３
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で

す
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

（
内
容
）
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

補
正
予
算

３
０
１
万
９
０
０
０
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
４
億
５
５

７
３
万
１
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で

す
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

（
内
容
）
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

32
万
９
０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
３
５
０
２
万
９

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

（
内
容
）
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

４
７
６
万
１
０
０
０
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
９
１
４
６

万
１
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
内
容
）
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

条
例
改
正
等

（
内
容
）
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

い
、
手
数
料
の
区
分
等
に
つ
い
て
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

◆
埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加
及

び
こ
れ
に
伴
う
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

（
内
容
）
埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合

が
こ
れ
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

に
平
成
27
年
12
月
１
日
ま
た
は
埼
玉

県
知
事
の
許
可
の
あ
っ
た
日
の
い
ず

れ
か
遅
い
日
か
ら
川
島
町
を
加
え
る

と
と
も
に
、
埼
玉
中
部
資
源
循
環
組

合
規
約
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

（
内
容
）
新
設
す
る
道
路
に
つ
き
新

た
に
管
理
す
る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
道
路
の
変
更
に
つ
い
て

（
内
容
）
当
該
路
線
の
一
部
に
つ
き
、

牧
道
が
あ
る
た
め
変
更
す
る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て

１
学
級
の
６
教
室
と
特
別
支
援
学
級

１
の
計
７
教
室
で
、
空
き
教
室
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

放
課
後
や
夏
休
み
等
の
休
業
中
に

学
童
保
育
の
施
設
と
し
て
学
校
を
使

用
す
る
場
合
、
家
庭
に
代
わ
る
「
生

活
の
場
」
と
し
て
連
続
し
た
生
活
の

保
障
や
安
全
の
体
制
を
つ
く
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
視
点
か
ら
、

ふ
さ
わ
し
い
空
間
づ
く
り
の
た
め
の

施
設
環
境
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
現

状
で
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

根
岸 

文
雄
議
員

質
問　

村
道
１
１
２
０
号
（
宮
の
下
）

線
の
改
良
工
事
に
つ
い
て

（
内
容
）
在
家
一
区
に
あ
る
村
道
１

１
２
０
号
線
の
道
幅
が
狭
く
、
普
段

の
生
活
に
不
便
が
生
じ
、
災
害
時
の

緊
急
車
両
も
入
っ
て
い
け
な
い
現
状

で
あ
り
、
住
民
か
ら
拡
幅
の
要
望
が

出
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
受

け
、
村
は
本
年
１
月
、
有
効
道
路
幅

員
を
20
cm
確
保
し
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

を
転
落
防
止
柵
に
変
更
す
る
工
事
を

し
ま
し
た
が
、脆
弱
で
危
険
で
す
。ま

た
、
道
路
の
状
況
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

村
道
１
１
２
０
号
線
は
地
権
者
全
員

が
土
地
の
提
供
に
賛
成
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
拡
幅
工
事
を
し
な
い
の
か

答
弁　

拡
幅
工
事
に
つ
い
て
は
、
平

成
22
年
に
行
政
区
長
よ
り
当
該
箇
所

の
道
幅
拡
幅
の
要
望
書
の
提
出
が
あ

り
ま
し
た
。
平
成
23
年
に
新
行
政
区

長
よ
り
検
討
状
況
の
確
認
が
あ
り
、

人
事
案
件

成
27
年
９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満

了
と
な
る
の
で
、
同
氏
を
再
度
任
命

す
る
も
の
で
す
。

福
島 

重
次
議
員

質
問　

学
童
保
育
に
つ
い
て

（
内
容
）
学
童
保
育
は
現
在
、
坂
本

の
旧
落
合
保
育
園
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

小
学
校
と
場
所
が
離
れ
て
い
る
た

め
、
児
童
の
移
動
、
交
通
の
問
題
等

か
ら
、
学
童
保
育
を
小
学
校
の
近
く

に
移
動
す
る
こ
と
は
可
能
か

答
弁　

現
在
、
児
童
の
移
動
は
、
村

営
バ
ス
ま
た
は
イ
ー
グ
ル
バ
ス
（
村

の
バ
ス
代
補
助
に
よ
り
）
を
利
用
し

て
い
ま
す
。
交
通
安
全
の
問
題
は
、

近
隣
の
バ
ス
停
か
ら
学
童
保
育
ま
で

の
道
の
り
で
県
道
を
横
断
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
で
、
危
険
を
生
じ
る

可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

問
題
を
踏
ま
え
、
余
裕
教
室
を
含

め
た
学
校
敷
地
内
も
し
く
は
学
校
隣

接
地
が
最
も
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す

が
、
教
育
委
員
会
な
ら
び
に
関
係
各

課
で
連
携
し
、
協
議
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
小
学
校
の
学
級
数
は
い
く

つ
か
。
教
室
に
空
き
教
室
が
あ
れ
ば
、

そ
こ
で
学
童
保
育
を
実
施
す
る
こ
と

は
可
能
か

答
弁　

現
在
の
槻
川
小
学
校
の
学
級

数
は
、
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
各

（
内
容
）
委
員
の
高
田
長
子
氏
が
平



回
答
書
を
発
送
し
ま
し
た
。
内
容
は
、

将
来
を
見
据
え
都
市
計
画
区
域
を
想

定
す
る
と
４
ｍ
の
幅
が
必
要
に
な
り
、

そ
う
す
る
と
物
置
・
車
庫
等
の
物
件

補
償
が
発
生
、
多
額
と
な
る
こ
と
か

ら
、
当
時
の
予
算
状
況
で
は
厳
し
い

た
め
見
送
り
た
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

平
成
25
年
に
次
の
行
政
区
長
か
ら

同
じ
内
容
の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た

た
め
、
支
障
等
を
考
え
、
関
係
者
の

了
解
が
得
ら
れ
れ
ば
来
年
度
予
算
に

て
対
応
し
た
い
旨
の
回
答
を
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
の
第
３
号
補
正
予
算
に

お
い
て
予
算
計
上
を
し
ま
し
た
が
、

協
議
・
検
討
の
結
果
、
関
係
者
か
ら
、

道
路
拡
幅
工
事
で
は
な
く
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
を
転
落
防
止
柵
に
変
更
し
、
幅

員
確
保
す
る
こ
と
に
了
承
す
る
意
向

を
確
認
し
ま
し
た
。
同
年
、
前
年
の

行
政
区
長
に
２
次
回
答
と
し
て
そ
の

旨
を
述
べ
、
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

住
民
の
意
見
を
尊
重
し
た
工
事
に

よ
り
幅
員
が
拡
幅
さ
れ
た
こ
と
で
、

緊
急
車
両
は
通
行
可
能
と
な
り
安
心

が
確
保
さ
れ
、
ま
た
、
転
落
防
止
柵

は
歩
行
者
の
河
川
へ
の
転
落
防
止
に

な
り
安
全
が
向
上
し
た
と
考
え
ま
す
。

※
こ
の
後
の
再
質
問
に
お
い
て
、
要

望
箇
所
に
つ
い
て
は
平
成
28
年
度
に

施
行
す
る
と
の
答
弁
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
19
日
（
水
）
〜
21
日
（
金
）

に
行
わ
れ
た
、
第
65
回
全
国
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
岩
手
大
会
に

お
い
て
、     　
　

  

さ
ん
（
御
堂
）

が
会
長
表
彰
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
一
般
社
団
法
人
全

            

さ
ん

全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
大
会
会
長
表
彰

国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
が
主
催

し
、
「
未
来
圏
か
ら
の
風
を
つ
か

め
！
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
全
国

都
道
府
県
か
ら
１
万
人
が
参
加
し
た

も
の
で
す
。
若
人
の
あ
る
べ
き
姿
に

思
い
を
致
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
、
親
の

立
場
か
ら
真
剣
に
考
え
る
機
会
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

さ
ん
は
、
過
去
に
埼
玉
県
高

等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
副
会
長
を
務

め
、
す
ぐ
れ
た
活
動
を
通
し
て
生
徒

の
健
全
育
成
と
地
域
の
高
等
学
校
教

育
の
振
興
に
多
大
な
る
貢
献
を
し
た

こ
と
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

な
し

販売期間
  １０月１９日（月）～１２月１８日（金）
  ※埼玉県統計協会では、通年で販売しています。
  ※発売日は【統計の日】１０月１８日（日）です。

手帳規格
�

販売場所
　埼玉県統計相談室（県庁第二庁舎１階）、市（区）役　
　所・町村役場（統計担当）、埼玉県県民活動総合セ
　ンター、埼玉県物産観光館そぴあ、その他県内一部
　の書店、一部のホームセンター、コンビニエンスス
　トア（セブンイレブンの一部店舗、ポプラ等々）
　※販売場所の詳細は
　　県ホームページの「埼玉県民手帳の御案内」をご
　　覧ください。
　 （http://www.pref.saitama.lg.jp/page/kenmin-tecyo.html）
     １０月１日頃に平成２８年版に更新する予定です。

問合せ
　役場総務課 　８２－１２５４
　埼玉県統計協会（埼玉県総務部統計課内 統計資料担当）
  　  ０４８－８３０－２３３０

平成27年版埼玉県民手帳　
を販売します

　 黒

グレイッ
シュブルー

月間予定表
部分横罫式

月間予定表
部分升目式

価　 格　　規 　格　　表 紙 色　　 備 　 考

５００円
（税込み）

14×8.5cm

　１０月１９日（月）から２５日（日）は「行政相談週
間」です。
　この週間は、行政相談制度を広く広報し、国民の皆
さまにこの制度を利用していただくため、毎年関係行
事を全国的に実施しています。
　当村でも、総務大臣から委嘱された行政相談委員が
行政相談所を開設して、皆さまからの相談をお待ちし
ています。
　役場の仕事などについて「分からない」「説明に納
得できない」「処理が間違っているのではないか」な
どの苦情や要望を受付けています。
　なお、今月の予定は次のとおりです。

日　　時　１０月１６日（金） 午後１時～３時
場　　所　東秩父村役場中会議室
相談内容　福祉、道路、医療、保険、年金、郵便など
※上記以外でも、毎月定例相談所を開設しています。
また、行政相談委員は自宅でも相談を受付けています。
当村の行政相談委員は田中丈偉氏（　８２－０６１２）
です。
　　　　　　　　　このほか、総務省関東管区行政評
　　　　　　　　価局でも相談を受付けています。
　　　　　　　  「行政苦情１１０番」
　　　　　　　　　 ０５７０－０９０１１０

ご存知ですか
　　「行政相談週間」



　

広
報
「
東
ち
ち
ぶ
」
が
本
号
（
平
成
27
年
10
月
１
日
発
行
）
を
も
っ
て
第
５

０
０
号
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

広
報
「
東
ち
ち
ぶ
」
は
昭
和
39
年
11
月
に
第
１
号
が
発
行
さ
れ
、
50
年
の
歴

史
が
あ
り
ま
す
。
最
初
は
２
面
の
１
枚
で
、
毎
月
発
行
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
サ
イ
ズ
変
更
や
ペ
ー
ジ
数
の
増
加
、
カ
ラ
ー
調
整
を
経
て
、

昭
和
55
年
10
月
に
毎
月
発
行
へ
と
変
わ
り
、
そ
の
後
も
変
化
を
続
け
現
在
の
形

に
至
り
ま
し
た
。

　

村
の
現
状
を
伝
え
、
今
あ
る
姿
を
読
者
に
見
せ
て
き
た
広
報
「
東
ち
ち
ぶ
」
。

こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
の
は
、
貴
重
な
情
報
を
伝
え
て
く
だ
さ
り
、
ま
た
、
取
材

に
こ
こ
ろ
よ
く
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、
そ
し
て
何
よ
り
も
読
ん
で
く
だ

さ
っ
た
多
く
の
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。
心
よ
り
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
広
報
「
東
ち
ち
ぶ
」
は
は
歩
み
続
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広報「東ちちぶ」第500号発行
～過去に贈り未来に送る～

　５００号という節目を迎えたこと、また、今後さらなる広報「東ちちぶ」の飛躍のために、
広報へのご意見を募集します。
　・広報の表紙をいつもカラーに、レイアウトも変えてほしい
　・我が家のニューフェイスとして、村に引越してきた人も載せてほしい
　・自分の地区にこんな祭りがあるから取り上げてほしい　等
　また、ささいなご意見でもかまいませんので下記まで送付ください。この機会に貴重な声
をお聞かせください。
　　　　　　　　　　　　　　　送付先・問合せ　〒355-0393
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　埼玉県秩父郡東秩父村大字御堂634
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東秩父村役場総務課 広報担当 　82-1226

広報「東ちちぶ」へのご意見を募集します

　▲第１号　当時の題は広報「東秩父」でした



過去担当者と振り返る広報「東ちちぶ」
　かつて東秩父村役場で広報編集発行に携わった４名の方にお話をお聞きしました。
　当時を振り返り、今後、村広報誌のあるべき姿について考えていただきましたの
で紹介します。

　

平
成
６
年
５
月
号
か
ら
平
成
12
年

４
月
号
ま
で
広
報
担
当
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
文
も
カ
メ
ラ
も
苦

手
な
私
で
し
た
が
、
自
分
な
り
に
目

標
を
立
て
て
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
世
帯
１
人
広
報
誌
に
協
力
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

原
稿
書
き
、
レ
イ
ア
ウ
ト
を
し
て

い
る
と
、
朝
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
甲
斐
あ

っ
て
か
、
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、

３
年
連
続
特
選
と
な
り
、
ま
た
、
新

聞
に
も
掲
載
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
特
集
を
計
画
し
た
時
に
は
、

皆
さ
ま
か
ら
資
料
を
お
借
り
し
た
り
、

快
く
取
材
に
応
じ
て
も
ら
っ
た
り
、

よ
く
協
力
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

作
成
す
る
中
で
、
気
を
つ
け
た
の

は
表
紙
で
し
た
。
表
紙
は
「
広
報
の

顔
」
と
思
い
、
ち
ょ
っ
と
こ
だ
わ
り

を
持
っ
て
作
成
し
て
い
ま
し
た
。
２

４
５
号
か
ら
３
１
６
号
ま
で
発
刊
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
村

民
の
方
々
の
お
か
げ
と
思
い
ま
す
。

　

遅
れ
ま
し
た
が
、
５
０
０
号
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
、
喜
ば
れ
る
広
報

を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。

　

広
報
「
東
ち
ち
ぶ
」
が
発
行
５
０

０
号
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
過
去
の

担
当
者
の
１
人
と
し
て
当
時
を
振
り

返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
平
成
12
年
５
月
か
ら
平
成
15

年
３
月
ま
で
の
３
年
間
、
広
報
担
当

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
時
は
ま
だ
、
写
真
は
フ
ィ
ル
ム
カ

メ
ラ
、
原
稿
執
筆
は
ワ
ー
プ
ロ
が
主

流
で
あ
り
、
記
録
写
真
は
う
ま
く
撮

影
で
き
て
い
る
か
、
記
事
は
わ
か
り

や
す
い
文
章
で
、
伝
え
た
い
こ
と
が

し
っ
か
り
表
現
で
き
て
い
る
か
、
な

ど
い
つ
も
不
安
な
気
持
ち
で
あ
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

現
代
で
は
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
、
村
の
情
報
を
得

る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
広
報
誌
は
、

当
時
の
村
の
状
況
や
出
来
事
な
ど
か

ら
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
、

村
の
歴
史
を
学
べ
る
た
い
へ
ん
貴
重

な
資
料
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

３
年
間
、
広
報
「
東
ち
ち
ぶ
」
の

発
行
に
関
わ
れ
た
こ
と
を
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
、
村
民
に

親
し
ま
れ
る
広
報
「
東
ち
ち
ぶ
」
で

あ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

発
５
０
０
号
に
対
し
て

　
　
　
　

   

思
う
こ
と

　
　
　
　

坂
本　

年
（
白
石
）

ふ
り
か
え
っ
て

　
　
　

嶋
田　

幸
江
（
御
堂
）

積
み
重
ね
に

　
　
　

お
ど
ろ
く

　
　
　
　

高
野　

勉
（
安
戸
）

　このたびはコメントをいただきありがとうございました。４名の皆さまをはじめ、多くの方々が築き上げて
きた広報「東ちちぶ」を大切にするとともに、新しいことにも挑戦していきたいと思います。

　

平
成
元
年
５
月
号
か
ら
平
成
６
年

４
月
号
ま
で
５
年
間
担
当
し
ま
し
た
。

私
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
数
字
に

は
強
い
ほ
う
で
す
が
、
文
章
を
書
く

こ
と
は
苦
手
で
、
か
な
り
苦
戦
し
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。
最
初
は
過
去
の

村
広
報
を
参
考
に
し
た
り
、
文
章
を

少
な
く
す
る
た
め
に
写
真
を
大
き
く

し
た
り
と
必
死
で
し
た
。
毎
月
の
広

報
原
稿
の
締
め
切
り
に
は
、
い
つ
も

ぎ
り
ぎ
り
間
に
合
わ
せ
、
何
と
か
５

年
間
、
期
日
に
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
割
合
自
由

に
自
分
の
考
え
を
広
報
に
掲
載
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
反
省
す
べ

き
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
文
章

や
写
真
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
る
の

で
、
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

お
許
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
広
報
９
月
号
（
第
４
９
９

号
）
に
、
地
域
の
夏
ま
つ
り
の
写
真

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
少
子
高

齢
化
で
人
口
が
減
少
す
る
な
か
、
参

加
者
は
少
な
く
な
っ
て
も
地
域
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
す
る
心
意
気
が
伝
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
私

た
ち
が
元
気
で
頑
張
れ
る
よ
う
、
村

の
明
る
い
話
題
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

今
後
に
期
待

　
　
　

関
根 　

功
（
御
堂
）

　

「
５
０
０
号
」
と
聞
い
て
お
ど
ろ

く
と
と
も
に
、
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
な
ど

も
あ
り
、
時
の
流
れ
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　

広
報
の
担
当
と
し
て
は
、
昭
和
55

年
後
半
か
ら
平
成
元
年
４
月
号
ま
で

を
担
当
し
ま
し
た
。

　

当
時
は
Ｂ
４
版
縦
の
両
面
で
、
２

ヵ
月
に
１
回
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

お
知
ら
せ
と
い
う
よ
り
、
記
録
を
重

視
し
た
も
の
で
し
た
。

　

研
修
会
な
ど
で
他
市
町
村
の
広
報

を
目
に
す
る
こ
と
も
あ
り
、
上
司
に

提
案
し
て
Ｂ
５
版
８
ペ
ー
ジ
、
毎
月

発
行
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

広
報
委
員
会
議
を
設
置
し
て
ペ
ー

ジ
も
少
し
ず
つ
増
や
し
、
基
本
２
色

刷
り
と
し
て
、
今
の
姿
に
数
年
か
け

て
作
り
上
げ
た
思
い
出
が
よ
み
が
え

り
ま
す
。

　

よ
り
読
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、

題
字
は
昭
和
43
年
、
当
時
の
収
入
役

・
栗
島
繁
三
さ
ん
に
書
い
て
い
た
だ

い
た
も
の
を
、
お
許
し
い
た
だ
き
調

整
し
て
、
現
在
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
い

た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
広
報
の
経
験
は
今
も
生
き
て

い
て
、
ご
指
導
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
方
々
に
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。



における個人番号カード等について
○『個人番号カード』を取得するためには ○『個人番号カード』の受領

○『個人番号カード』の申請書を郵送

　　・平成２７年１０月から『通知カード』と一緒に送付され

　　　る「申請書」に、ご自身の顔写真を添えて郵送すること

　　　になります。

○『個人番号カード』の受領

　　・『個人番号カード』の受領は、交付通知が申請者あてに

　　　郵送されますので、本人が交付通知書のほか、運転免許

　　　証等の身分証明証および『通知カード』、ならびに「住

　　　基カード」をお持ちの方は、「住基カード」を必ず持参

　　　し、村役場住民福祉課窓口へお越しください。

　　・受領開始は、平成２８年１月からとなります。

　　・受領の際は、『個人番号カード』用の暗証番号のほか、

　　　複数の暗証番号の入力が必要となります。

○『個人番号カード』の有効期限と更新手続き

　　・２０歳以上の方は１０回目の誕生日、２０歳未満の方は

　　　容姿の変化を考慮して、５回目の誕生日となります。

　　・更新手続きは、有効期間満了日の３ヶ月前から有効期間

　　　満了日までの間可能となります。

○その他『個人番号カード』について

　　・『個人番号カード』は、地方公共団体情報システム機構

　　　での一括対応となるため、村での即時交付はできません。

　　・現在「住基カード」をお持ちの方は、『個人番号カード』

　　　と両方のカードを所持することはできませんので、『個人

　　　番号カード』の交付時に「住基カード」は回収となりま

　　　す。

○下記書類を用意し、役場までお越しください。

　▽免許証やパスポートを持っている方：免許証又はパスポー

　　トと『通知カード』を持参してください。

　▽免許証やパスポートを持っていない方：健康保険証、国民

　　年金手帳、児童扶養手当証書、官公署発行の各種受給者証

　　等のいずれか２つと『通知カード』を持参してください。

○『個人番号カード』の暗証番号の設定について

　▽お渡しする際に下記の暗証番号を設定していただきますの

　　で、あらかじめ考えておいてください。

　　・署名用（英数字６文字以上１６文字以下）

　　・利用者証明用（数字４桁）

　　・住民基本台帳用（数字４桁）

　　・券面事項入力補助用（数字４桁）

　▽暗証番号の説明

　　・署名用とは、e-Tax（国税の電子申告・納税システム）等

　　　の電子申請用の暗証番号

　　・利用者証明用とは、※マイナポータル等へのログイン用

　　　の暗証番号

　　・住民基本台帳用とは、住民票コードの記録用の暗証番号

　　・券面事項入力補助用とは、個人番号と基本４情報（氏名、

　　　住所、生年月日、性別）をテキストデータとして利用者

　　　に提供する際に使う暗証番号

※マイナポータルとは、申請者がその申請により個人情報がど

　のような目的でやり取りされたことや、行政機関が保有する

　自分に関する情報を確認できるウェブサービスです。

「住民基本台帳カード」と「個人番号カードの比較」



社会保障・税番号（マイナンバー制度）
○『住民基本台帳カード』は、『個人番号カード』へ

○『通知カード』と『個人番号カード』について

○社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の導入に伴い、平成２８年１月から『個人番号カード』になります。

　・全国共通仕様の『個人番号カード』への移行に伴い、現在の「住民基本台帳カード（以下「住基カード」という。）」は、廃止

　　されます。廃止に伴い、住基カードの発行は、平成２７年１２月までとなります。なお、有効期限が平成２８年１月以降の「住

　　基カード」は有効期限までご使用できます。

　・「住基カード」で「署名用電子証明書」（e-Tax等で利用）をご利用されている方は、「署名用電子証明書」の有効期限（証明

　　書発行から３年）をご確認ください。

　・平成２８年１月以降「住基カード」での電子証明書利用は、以下の例をご確認ください。

○社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の導入に伴い、『通知

　カード』と『個人番号カード』の２種類が取り扱われます。

　▽『通知カード』とは？ 

　　・『通知カード』は、平成２７年１０月以降、住民票を有するす

　　　 べての方に、住民登録している住所あてに簡易書留で郵送さ

　　　 れます。

　　・『通知カード』は、紙製のカードです。券面には、氏名、住所、

　　　 生年月日、性別、１２桁の個人番号（マイナンバー）が記載さ

　　　 れています。

　　・『通知カード』は、顔写真がありませんので、本人確認の際に

　　　 は、別途運転免許証等の顔写真が入った本人確認書類が必要と

　　　 なります。

　　・『通知カード』は、『個人番号カード』の交付時に必要となり

　　　 ますので、紛失しないように大切に保管してください。もし、

　　　 紛失した場合は、再交付の際に手数料が必要となります。

　▽『個人番号カード』とは？

　　・『個人番号カード』とは、ICチップの付いたカードで表面には、

　　　 氏名、住所、生年月日、性別、顔写真が掲載され、裏面には

　　　 個人番号（マイナンバー）等が記載されます。

　　・『個人番号カード』は、本人確認のための身分証明書として利

　　　 用できます。

　　・『個人番号カード』は、e-Tax等の電子申請等が行える電子証明

　　　 書（15歳未満の方は除く）の機能も搭載できます。

　　・『個人番号カード』の取得は、任意となります。

　　・『個人番号カード』は、交付後にもし紛失した場合は、再交付

          の際に手数料が必要となります。

★『住民基本台帳カード』と『個人番号カード』
     の発行・利用期間イメージ図



マイナンバー制度への対応をチェックしてみましょう 事業者のみなさまへ

マイナンバー制度導入の流れ

マイナンバーの問い合わせは 0570・20・0178
コールセンター マ  イ ナンバー

［全国共通ナビダイヤル］9時30分～17時30分（土日祝・年末年始を除く）

政府公報オンライン

http://www.gov-online.go.jp

政府公報 検 索



 東秩父村教育委員会
　 開催のお知らせ
　東秩父村教育委員会の会議を下記日程で開
催します。
� 　　　　　　記
日　時　１０月２７日（火）
　　　　午後１時３０分から
場　所　役場２階新会議室
問合せ　教育委員会事務局   ８２－１２３０

　比企地域には、豊かな自然と有形・無形の文化財が

一体となったすばらしい歴史環境が数多く残されてい

ます。このような文化遺産へ理解を深め、後世に引き

継いでいくために、比企地域９市町村と埼玉県が連携

して「比企歴史の丘事業」を進めています。

　この事業の一環として、これまで１５回の比企地区

巡回文化財展「比企のタイムカプセル」を開催してき

ました。１６回目を迎える今年度は「比企のタイムカ

プセル１６ 比企の建造物」と題して開催します。

東秩父村会場：期　間　１０月２０日（火）

　　　　　　　　　　　　　　　　　～２５日（日）

　　　　　　　会　場　和紙の里

　　　　　　　　　　　ふるさと文化伝習館

　　　　　　　問合せ：教育委員会事務局

　　　　　　　　　　　　 ８２－１２３０

比企のタイムカプセル16開催
      「比企の建造物」

比企地区文化財めぐり参加者募集
「比企地区文化財めぐり～伝説眠る大岡をめぐる・東松山市～」

日　　時　１１月１３日（金）小雨決行

集　　合　午前８時１５分 ふれあい広場

　　　　 （役場研修バス利用）

コース概要　約８kmコース 

　　　　　大岡運動広場駐車場（大岡市民活動センタ

　　　　　ー東、大字大谷３４０２番地１）光福寺

　　　　 （「光福寺宝篋印塔」「板石塔婆」）、大雷

　　　　　神社（「雷電山古墳」）、宗悟寺（「森川

　　　　　氏累代の墓」）、農林公園（昼食）

準備用品　ウォーキング可能な服装、弁当、飲み物、

   　　　　雨具、その他必要と思われるもの

募集人数　２０名

参加費用　無料

申 込 み　１１月２日（月）までに下記まで電話でお

　　　　　申込みください。

主　　催　比企地区文化財振興協議会

問 合 せ　教育委員会事務局 　８２－１２３０ 

こどもへのインフルエンザ
予防接種を補助します
　村では、１１月（１０月に接種したものを含む）

から平成２７年１０月１日現在において、生後６か月

以上のお子さまで、平成２８年４月１日までに満１８

歳に達する方までを対象としたインフルエンザ予防接

種の補助を行います。こどものインフルエンザ感染予

防と、保護者の経済的負担軽減を目的としています。

　１回の接種につき、３，０００円を、同一年度内に

２回まで補助します（但し、１回あたりの接種金額が

３，０００円未満の場合はその額とします）。接種後、

村の補助金交付申請書に必要事項を必ず記入し、領収

書（インフルエンザ予防接種の名称・接種日・接種者

名が必ず記載された領収書）を添付して、住民福祉課

または保健センターに提出してください。対象者には

申請書等を郵送いたします。

問合せ　住民福祉課 　８２－１２２１　

細川紙が世界へ ＝台南市で「和風文化祭」開催＝
　ユネスコ無形文化遺産登録を受け、中華民国台南市総爺芸文セ

ンターで行われる「和風文化祭」へ東秩父村と小川町の参加が決

定しました！

【イベント】１０月１７日（土）～１８日（日）

【展 覧 会 】  １０月１７日（土）～１２月１３日（日）

 内　　容　 和紙製作工程パネル説明、製作用具の展示、和紙の

　　　　　  作品展示（和紙フラワー、折り紙）など

※この文化祭の報告は、広報１２月号を予定しています。



平成２７年度敬老会
 ～今年も元気な姿がつどいました～
　今年度敬老会は、９月13日（日）に保健センターで開催され、
対象者（75歳以上の方）５７２人のうち１６９人の方が出席さ
れました。

　

式
典
で
は
、
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
27
人
の
方
な
ら
び
に
金
婚
を
迎
え
ら
れ

た
11
組
の
ご
夫
婦
の
中
か
ら
、
出
席
さ
れ
た
方
に
祝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
出
席
者
の
中
で
最
高
齢
の
男
女
お
二
方
（
保
泉
國
通
さ

ん
、
渡
邉
京
子
さ
ん
、
と
も
に
94
歳
）
に
花
束
が
贈
ら
れ
、
花
の
鮮
や
か
さ

に
負
け
な
い
笑
顔
が
と
て
も
ま
ぶ
し
か
っ
た
で
す
。
参
加
さ
れ
た
方
、
皆
さ

ん
が
元
気
に
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
式
典
は
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
演
芸
の
部
で
は
、
９
団
体
（
別
記
）
に
よ
る
歌
や
演
奏
、
ダ
ン
ス

な
ど
が
披
露
さ
れ
、
和
や
か
な
笑
い
声
や
手
拍
子
な
ど
に
会
場
が
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

米
寿
を
迎
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ら
れ
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方　

（
敬
称
略
）　

白
石
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渡
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奈
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田
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石
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修
子

結
婚
50
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迎
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ご
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（
敬
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略
）

１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方

　
　
　
　
　
　

（
敬
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司
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宗
助

落
合
太
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愛
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内
手
自
治
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太
鼓
愛
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（
和
太
鼓
演
奏
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ス
イ
ー
ト
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ラ
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健
康
ハ
ー
モ
ニ
カ
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ラ
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�
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カ
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東
秩
父
民
謡
会
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東
秩
父
中
学
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生
徒　
　
　

  　

（
三
味
合
奏 
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新
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操
ク
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（
新
体
操
演
技
）

安
戸
雅
楽
会
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大
内
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�
             

（
雅
楽
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埼
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す
み
れ
会
大
正
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�
         

（
大
正
琴
演
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関
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ミ
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（
日
本
舞
踊
）

藤
き
よ
み
【
徳
間
ジ
ャ
パ
ン
】

                    

（
歌
謡
シ
ョ
ー
）

出
演
さ
れ
た
方
お
よ
び

団
体　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

▲お礼の言葉を述べる山崎章さん（奥沢） ▲米寿を迎えられた皆さん

▲結婚50年を迎えられた皆さん
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友
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篠
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ま
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下　
　

山
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サ
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　１００歳を迎えられた宮崎まんさん（安戸）と山崎サトさん（御堂）に、ご長寿のお祝いと、多年にわたり
社会の発展に寄与してこられたことに感謝の意をこめて、内閣総理大臣から祝状と記念品が贈られました。
　９月１４日（月）に、足立村長から伝達され、また、東秩父村社会福祉協議会から記念品が贈呈されました。

宮崎まんさん・山崎サトさん紀寿の祝い
　　　 ～いつまでもお元気でいてください！～
宮崎まんさん・山崎サトさん百寿の祝い
　　　 ～いつまでもお元気でいてください！～

第49回比企郡民体育大会結果
　第４９回比企郡民体育大会が５月１０日から８月３１日に開催され、１４競技を８町村の会場で競い合いま
した。なお、東秩父村は５競技に出場しました。結果は下記のとおりです。

◆バレーボール（９人制）

　７月１９日、２６日、８月２日に　
滑川町月輪球場で行われた比企郡民
体育大会野球の部において、みごと
東秩父村が優勝に輝きました。
　選手の皆さまおめでとうございま
す。

◆ゴルフ

◆卓 球

◆野球

東秩父中学校体育館

◆硬式テニス
優勝 小川町

優勝 吉見町

　一般男女

ママさんの部

　一般男子

団体戦結果集計表

順　位

優　勝

準優勝

３　位

４　位

５　位

６　位

７　位

８　位

町村名

川島町

滑川町

ときがわ町

嵐山町

吉見町

鳩山町

小川町

東秩父村

グロス

７７８

７９１

８００

８０１

８１４

８２３

８４０

８５２

年　齢

５９８

６２８

５９９

５４０

５７１

５４３

５９６

６３６

優勝 第５位

東
秩
父
村

鳩
山
町

小
川
町

と
き
が
わ
町

嵐
山
町

川
島
町

吉
見
町

滑
川
町

東秩父村

　宮崎さんのご家族は、「母は信仰心が篤く、健康に十
分気をつけています。畑仕事が大好きで、３、４年前ま
では熱心に働いていました。それが今の元気につながっ
ているのだと思います。とてもやさしく、皆に愛される
母です。」と笑顔で話しておられました。

　山崎さんのご家族に、「今は施設に入っていますが、
家にいた時は食事の際、野菜を多く採っていました。自
分で野菜を作って、自給自足に近い生活をしてきたから
長生きでいられるのではないかと思います。」と長寿の
秘訣を教えていただきました。　

宮
崎
さ
ん
と
ご
家
族

山
崎
さ
ん
の
ご
家
族

3 104　　34　　93　　2

7　           　6 1　        10

3                         8



東
秩
父
俳
句
会

白
石
短
歌
会

東秩父村和紙の里　  82－1468

図書館からのお知らせ 〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
〜
・
〜
・
〜
〜
・
〜
・
〜
〜
・
〜

み
ど
う
の
杜
俳
句
会

【クロネコ
　 キャラバン開催】

日　時　１０月１０日（土）

　　　　午前１０時～午後３時

※地域密着サービス・家具・家

　電等家の中のクリーニングや面倒な掃除のお手

　伝いも可能です。

※新な商材を用意しました。

　ご来場お待ちしています。

【古代文字書作品展】

日　時　１０月９日（金）～１２日（月）

主　催　松本 宏

 ～ 新着図書のご案内～
 
・「あした あさって しあさって」 もりやま みやこ

・「かぐやのかご」 塩野 米松 

・「ぼくとテスの秘密の七日間」 アンナ・ウォルツ

・「夏の朝」 本田 昌子

・「マララ」 マララ・ユスフザイ    など 
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台
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プ
遊
び

神
経
衰
弱
に
祖
母
は
音
を
上
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
本　

美
江

す
い
星
に
着
陸
し
た
る
深
査
機
は

謎
の
数
々
鮮
明
に
映
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
石　

礼
子

恐
い
ほ
ど
は
げ
し
出
水
の
音
聞
き
つ

見
廻
り
行
け
ば
曼
珠
沙
華
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邉
阿
里
子



い
じ
め
や
虐
待
の
な
い
世
の
中
に

人　

権　

シ　

リ　

ー　

ズ
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か
い　

と

江 

原　

海 

斗 

く
ん

　

今
年
も
皆
谷
親
水
公
園
で
子
ど
も

の
祭
り
が
行
わ
れ
た
。
自
然
の
中
で

い
ろ
い
ろ
な
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
地
域
の
有
志
19
軒
の
25

人
く
ら
い
で
行
う
手
作
り
の
祭
り
だ

が
多
く
の
人
た
ち
の
賛
同
を
い
た
だ

き
、
15
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来

た
。

　

大
人
気
の
ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
取
り

で
賑
や
か
に
は
し
ゃ
ぐ
子
ど
も
の
声
、

川
で
は
水
遊
び
や
小
魚
、
カ
ニ
取
り

に
夢
中
な
親
子
た
ち
。

　

そ
ん
な
祭
り
の
中
、
低
い
板
の
橋

か
ら
流
れ
の
中
に
飛
び
込
む
遊
び
に

挑
戦
す
る
10
人
く
ら
い
の
子
ど
も
た

ち
が
目
に
止
ま
っ
た
。
元
気
よ
く
余

裕
で
飛
ぶ
子
ど
も
、
怖
く
て
な
か
な

か
飛
び
込
め
な
い
子
ど
も
、
川
の
中

で
「
大
丈
夫
、
大
丈
夫
」
と
励
ま
す

子
ど
も
の
声
。
よ
う
や
く
飛
び
込
ん

だ
子
ど
も
の
笑
顔
と
保
護
者
の
安
心

し
た
顔
が
印
象
に
残
っ
た
。

　

そ
ん
な
微
笑
ま
し
い
光
景
を
見
て
、

こ
の
様
な
仲
間
た
ち
と
の
遊
び
を
多

く
経
験
し
て
い
け
ば
「
い
じ
め
は
減

っ
て
行
く
の
か
な
」
と
感
じ
た
。
遊

び
を
通
じ
て
励
ま
し
や
い
た
わ
り
等

の
気
持
ち
が
自
然
に
生
ま
れ
て
く
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
相
手
を
認

め
合
う
気
持
ち
は
人
と
人
と
の
交
わ

り
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
と
思
う
。

　

し
か
し
、
こ
の
頃
は
少
子
化
、
遊

び
方
等
の
変
化
で
大
勢
の
仲
間
と
遊

ぶ
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
様
に

感
じ
る
。
一
人
遊
び
も
楽
し
く
充
実

感
も
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

人
と
人
と
の
交
わ
り
の
中
か
ら
生
ま

れ
て
く
る
感
性
も
大
切
に
す
る
べ
き

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
人
た
ち
も

折
に
触
れ
仲
間
た
ち
と
遊
ぶ
機
会
を

子
ど
も
た
ち
に
作
っ
て
い
く
こ
と
も

必
要
と
思
わ
れ
る
。

　

東
秩
父
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

石 

川　

廣 

保

生年月日　平成２６年９月２日

　　　　　　　　（大字奥沢）

お父さん　祐　也 さん

お母さん　裕　美 さん

　はじめまして。

　僕の名前は、海斗です。

　今一番のお友だちは、トイスト

ーリーのバズライトイヤーです。

　毎日一緒に元気いっぱい遊んで

いるよ。

　子育て支援センターは、保育園入園前のお子さんと保護者の

方が気軽に参加できます。１歳未満のお子さんも参加できます

ので、お友達と誘い合って遊びにきてください。

子育て支援センターだより　

＊上記行事の開催時間は午前１０時～１１時３０分です。

問合せ　子育て支援センター　 ８２－０６０１

期     　日　　  事　業　名　　 場　 　所　   内　 　容

１０月７日（水）

  １４日（水）

  ２２日（木）

  ２８日（水）

のびのび広場

あそびの教室

育児サロン

のびのび広場

城山保育園

保健センター

保健センター

城山保育園

防犯教室

（おもちゃ作り）

よーいどん

箱車遊び

パン作り

地域おこし協力隊通信
東秩父を全

力応援！

　意外と知らない!?村のパワースポット!ボランティア

ガイドとして勉強中の皆さんと御堂・安戸地区を散策

しました。浄蓮寺にある松山城主上田直朝の墓や天神

社の大杉、安戸宿など、解説を聞きながら東秩父の歴

史に触れました。

　話を聞いたあとで見慣れた景色を見ると、今と昔が

結び付いている村の姿が見えてきたように感じます。

　ガイド養成の皆さんも

村のことを知りながら、

わくわくする感覚を多く

の人と共有できたら良い

なと意気込みいっぱいで

した。



どこかで買う「タバコ」なら、タバコは「地元」で買いましょう！

産業建設課82ー1222・82ー1223・教育委員会82ー1230・保健センター82ー1557・地域包括支援センター82ー1116

10
月
は
村
県
民
税
第
３
期
、国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
４
期
の
納
期
で
す

　　　　　　心身軽やか運動教室�
� 　☆  自 彊 術 （じきょうじゅつ）  ☆
　１０月の運動教室は「自彊術」という健康体操です。

　疲労をともなわない体操とも言われ、体力年齢も経験の有無も心配なく取り

組めます。普段あまり運動をしない方も、ぜひご参加ください。

　一緒に楽しく体を動かしましょう！

日　　程　１０月６日、１３日、２０日、２７日 （火）  午前１０時～正午

会　　場　保健センター

もちもの　運動のできる服装、タオル、飲物

講　　師　船木 英子 先生

対　　象　東秩父村在住・在勤者

申込み・問合せ　保健センター  　８２－１５５７

※申込みは１０月６日（火）の教室当日まで受付けます。

　　  １０月は不正軽油撲滅強化月間です！！
　不正軽油とは、県の税金である軽油取引税の脱税を目的として、軽油に灯油
や重油などを混ぜた燃料や、自動車の燃料として使用される灯油や重油のこと
をいいます。
　不正軽油の製造・販売・使用は悪質な脱税行為であるばかりでなく、大気汚
染等環境や健康にも重大な影響を与えることから、埼玉県では不正軽油の撲滅
対策を強化しています。
  「大量の排気ガスを出して走行していた」等、不正灯油に関する情報をお持
ちの方はご連絡ください。
問合せ　埼玉県庁総務部税務課課税担当 　０４８－８３０－２６６５

　　　　　　無 料 調 停 相 談 会
　あなたの身近なトラブルを「話し合い」で解決しませんか？調停手続きの方

法を知って心の重荷を下ろしましょう。

日　　時　１０月３１日（土）午前１０時～午後４時

場　　所　熊谷・八木橋百貨店 ６階カトレア教室

相 談 員　民事・家事調停委員（弁護士委員を含む）

相談内容　夫婦関係、面会交流、養育費、慰謝料、男女間の問題、相続、不動

　　　　　産トラブル、交通事故、近隣トラブル、労働問題等

問 合 せ　調停相談会事務局 　０４８－８６２－７１１７

� 　（月・水・金曜日 午前１０時～午後４時）　

　  乳幼児歯科相談
日　時　１０月１４日（水）

　　　　午前１０時～１１時３０分

場　所　保健センター

対　象　乳幼児とその保護者

内　容　育児相談、身体計測、歯科相

　　　　談、ブラッシング指導

� 紙しばい「アンパンマンとム

　　　　シバラス」

　　　　おやつのお話

その他　当日は母子手帳をお持ちくだ

　　　　さい。

� あそびの教室も同時開催して

　　　　います。

☆成人の方の歯科相談（午前９時３０

　分から要予約）もありますので、

　ご利用ください。

問合せ　保健センター 　

　　　　　 ８２－１５５７

調理実習「美味しく 減ら脂ま塩う！」
　食欲の秋に向けて美味しくてヘルシ

ーなメニューを一緒に作ってみません

か。今回のテーマは「おいしく減塩」

です。

日　時　１０月８日（木） 

　　　　午後６時～８時３０分

会　場　保健センター 調理実習室

持ち物　エプロン、三角巾

参加費　５００円程度（参加人数割）

講　師　管理栄養士 遠藤 良江 先生

※参加を希望される方は保健センター

（　８２－１５５７）へお申込みくだ

さい。

※申込みは１０月５日（月）までです。

  （定員２０名）

大学等就職面接会開催のお知らせ
（事前申込不要・参加無料）
日　時　１０月２１日（水）
　　　　午後１時～４時
� （受付開始１２時１０分）
場　所　大宮ソニックシティ
　　　　　　　　　　　地下展示場
対象者　平成２８年３月大学（院）・
　　　　短大・高専・専門学校等卒業
　　　　予定者（卒業後おおむね３年
　　　　以内の者も可）
持ち物　履歴書複数枚
　　　  （履歴書なしでも参加可）
� ハローワークカード
　　　  （お持ちの方）
※参加企業などの詳しい情報は、大卒
　ＷＥＢをご覧ください。
ＵＲＬ http ://job .gakusei .go . jp/
問合せ　埼玉新卒応援ハローワーク
� 　０４８－６５０－２２３４
� または最寄りのハローワークへ

　「埼玉県地球温暖化防止活動推進員」を募集します！
　埼玉県では、地域における地球温暖化防止普及活動の担い手である「埼玉県

地球温暖化防止活動推進員」として、平成２８年４月から２年間、活動してい

ただける方を募集します。

　募集要領で応募要件等を御確認のうえ、平成２７年１１月３０日までにご応

募ください。詳しくは、ホームページを御覧ください。

（http://www.pref.saitama.lg.jp/a0502/suishinin.html）

問合せ　埼玉県環境部温暖化対策課 　０４８－８３０－３０３３

　　東松山市ウインドアンサンブル秋の演奏会
　高校生から年配の方まで、幅広い年齢層の仲間が一緒に演奏する吹奏楽団で

す。今回は「Made in Japan ～日本の巨匠たち～」と題して、日本人作曲家の

名曲の数々を演奏します。ぜひ、お気軽にお越しください。

日　時　１０月２５日（日）午後１時３０分開場 ２時開演

場　所　東松山市民文化センター 大ホール

入場料　無料

問合せ　大塚（代表） 　２４－３０４８　HP：ht tp : //hwe . j p n . o r g/　　　



※記事の問合せは　総務課82ー1226・82ー1254・税務課82ー1224・住民福祉課82ー1221・保健衛生課82ー1777

納
税
は
便
利
で
安
全
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　　　            10月の休日当番医　
◎診療時間：午前9時～午後5時

＊診療科目以外の受診については、他の医療機関を紹介することもあります。
   受診する際には、医療機関に電話連絡をしてください。

心配ごと相談・行政相談
　合同相談所の開設

　日常生活でお困りの人は、相談所
を開設しますので、おでかけくださ
い。相談は無料で秘密厳守のうえ受
け付けています。�
日　時　１０月１６日（金）
　　　　午後１時～３時まで
場　所　役場１階　中会議室
問合せ　社会福祉協議会　 82-1238
　　　　役場総務課　　　 82-1226

農地を農地以外に使用する場合には許可が必要です！

　４日　石田医院（内科）　　　　　　　　　      川島町　 049-298-7517
１１日　こどもクリニック いとう小児科（小児科）東松山市　　　34-4145
１２日　榎本耳鼻咽喉科医院（耳鼻科）　　　　　東松山市　　　22-3478
１８日　いちごクリニック　　　　　　　　　　　東松山市　　　36-1115
� （内科・小児科・胃腸科・アレルギー科）
２５日　樺澤内科医院　　　　　　　　　　　　　東松山市　　　23-5813
� （内科・小児科・循環器科・呼吸器科）

　　１０月から１２月は滞納整理強化期間です
　　　　　　　　　　　　～ストップ！滞納～

　村税は、私たちが安心して暮らしていくための貴重な財源であり、定められ

た期限（納期限）までに自主的に納めていただくものです。

　多くの方が期限までに納付されていますが、残念ながら一部の方は滞納して

いる状況にあります。

　税負担の公平性及び税収入を確保するため、東秩父村を初め県内６２市町と

埼玉県では「滞納整理強化期間」を設定し、「ストップ！滞納」を合言葉に徴

収対策を進めています。

　本村では、資産がありながら納税いただけない滞納者に対する差押えの強化

など滞納の解消に向けた取組を行ってまいります。

　皆様には、納期内納税、早期納付に御協力をお願いします。

　　　　１１月１日は「彩の国教育の日」
　県では、教育に関する理解を深めていただくため、１１月１日を「彩の国教
育の日」、１１月１日から７日までを「彩の国教育週間」としています。
　期間中は、県や市町村、学校、社会教育施設、各種団体等で、学校公開や親
子向け体験教室などの事業を多数実施しています。ぜひご参加ください。
   「彩の国教育の日」をきっかけに、子どもたちの健やかな育成について、
一緒に考えてみませんか。
　詳しくは県ホームページをご覧ください。  彩の国教育の日　検　索 
問合せ　東秩父村教育委員会 　　　８２－１２３０
� 県教育局家庭地域連携課 　０４８－８３０－６９７６

　　　看護職の届出制度が始まりました！
　平成２７年１０月から、「看護師等の人材確保の促進に関する法律」の改正
により、看護職の資格をお持ちで就職していない方は届出をしていただくこと
になりました。
　転居や出産育児等で離職した方等はお問合せください。
届出方法　埼玉県ナースセンターで詳しくご案内します。
問 合 せ　埼玉県ナースセンター 　０４８－８２４－７２２０

 人権相談所を開設します
　
　家庭内のもめごと、近所とのいざこ
ざ、土地問題、金銭貸借、差別、こど
ものいじめ、その他日常生活でお困り
の方は、下記により人権相談所を開設
いたしますので、ご利用ください。
相談は無料で、秘密厳守のうえ受け
付けています。
日　時　１０月７日（水）
　　　　午前１０時～午後３時
場　所　役場１階 中会議室
相談を受ける人　人権擁護委員
問合せ　総務課 　８２－１２２６

　  事業主の皆さんへ
         ～労働保険のお知らせ～

　労働保険料（労災保険・雇用保険）
の第２期分の納期限は１１月２日（月）
です。
　納付書につきましては納期限の１０
日前頃に、該当事業所に郵送します。
　また、保険料納付については口座振
替が便利です。申込み手続については
厚生労働省ホームページをご覧くださ
い。
問合せ　埼玉労働局労働保険徴収課
�  ０４８－６００－６２０３

埼玉県立東松山特別支援学校
からのお知らせ
　【第36回「まつぼっくり祭」（文化祭）】
日　時　１０月２４日（土） 
　　　　午前９時40分～午後2時20分
内　容　ステージ発表、児童・生徒作
　　　　品展示、ＰＴＡコーラス、バ
　　　　ザー、外部団体による販売

【学校公開日】
日　時　１１月６日（金） 
　　　　午前１０時～正午
内　容　学校概要説明および授業公開
※参加希望の方は電話にてお知らせく
　ださい。

場　所　埼玉県立東松山特別支援学校
　　　 （東松山市大字野田１３０６－１）
問合せ　同学校   ２４－２６１１

　　　　　　　　「能」 　公　演
　わかりやすい解説があり、能「羽衣」ダイジェスト、皆さんご存知の舞囃子
「高砂」の実演で、初めての方も安心してご覧いただけます。「ユネスコ世界
無形文化遺産 第一号」として認定された「能」を鑑賞しませんか？
日　　時　１１月１日（日） 午後２時開演
費　　用　全席指定 １，２００円（税込）
場　　所　リリックおがわ ホール
チケット　好評発売中（窓口：土日含む毎日 午前９時～午後５時１５分）
出　　演　金春流能楽シテ方能楽師　山井綱雄（平成２６年度文化庁文化交流
　　　　　使） ほか
問 合 せ　リリックおがわ（小川町民会館） 　０４９３－７３－２７１１



世帯と人口
世 　 帯 　 1 , 0 9 3 　
人 　 口 　 3 , 0 7 9
　 男 　 　 1 , 5 4 6
　 女 　 　 1 , 5 3 3

転 入    7   転 出   7
出 生    0 　 死 亡   5
※世帯と人口は９月１日現在

その他は８月中のうごきです。

８月中の人口動態

土木工事等のお知らせ

問合せ　産業建設課　 ８２－１２２２　

　平成２７年１０月１日現在、村内で発注されて

いる道路工事等です。ご迷惑をおかけいたします

が、ご理解ご協力をお願いいたします。

県発注工事等

・道路改築工事（皆谷工区その４）　　　【皆谷地内】

・砂防施設工事（護岸測量設計業務委託）

　　　　　　　　　　　　　　　　　【安戸・大内沢】

・道路環境整備工事（側溝整備）　　　　【坂本地内】

・道路環境維持業務委託（雑草刈払い）

・河川維持修繕工事（雑草刈払業務委託19工区）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【槻川】

・砂防施設工事（地すべり観測業務委託その２）

　　　　　　　　　　　　　　　　【坂本（柴）地内】

・朝日根山村生活安全対策工事　　　　　【皆谷地内】

・２７奈田良線森林管理道舗装工事　　　【白石地内】

村発注工事等

・森林管理道和知場線用地測量業務委託　【坂本地内】

・（社資）東秩父村橋梁定期点検業務委託

　　　　　　　　　　　　　　　　　【東秩父村地内】

・（社資）村道２４１７号（中ノ反）線測量設計

　　　　　　　　　　　　　　　業務委託【坂本地内】

・村道３０３２号（南）線舗装修繕工事　【坂本地内】

・村道３０６０号（皆谷）線舗装修繕工事【皆谷地内】

・村道１－１号（槻川西）線歩道整備工事【御堂地内】

・村道２‐１号（山ノ神）線側溝整備工事【御堂地内】

・坂本地内空気弁・消火栓ボックス交換修繕工事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【坂本地内】

スタントマン迫真の演技！
　 ＝東秩父中学校自転車安全教室＝

　９月４日（金）、東秩父中学校で株式会社ワーサルによ

る自転車安全教室が行われ、迫力ある自転車事故スタント

が披露されました。この教室は、目の前で起こる事故の恐

怖体験をすることによって、事故の恐さを知り、交通安全

の意識を高めるため埼玉県警が企画しているものです。

　自転車の危ない走行により起こりうるさまざまな場面の

事故をスタントにより再現し、車と自転車に乗った人の衝

突の場面は、見に来ていた小さな子どもが泣き出してしま

うほどの演技でした。

「事故って本当に恐

いものだということ

を知った。自転車の

運転にはくれぐれも

気をつけたい」と生

徒たちの身に沁みる

体験だったようです。

  帯沢たすけあい集会
　９月６日（日）に帯沢地区で「帯沢たすけあい集会」が

開催されました。

　当日は７６人の参加者が、消火器による初期消火体験・

１１９番通報体験・煙体験・応急処置体験を行いました。

また、消防署の鈴木分署長より講演をいただき、過去の災

害や火災報知器、消火器についての話を聞きました。参加

された方は「貴重な体験ができた。災害のあった際は今回

の体験を活かせればと思う」と話していました。

　　　　　　　　　　　　　　　　今回行った体験は災害

　　　　　　　　　　　　　　　が起きた際には非常に役

　　　　　　　　　　　　　　　に立つものばかりです。

　　　　　　　　　　　　　　　帯沢地区だけでなく他の

　　　　　　　　　　　　　　　地区においても同様の地

　　　　　　　　　　　　　　　域づくり事業が開催され

　　　　　　　　　　　　　　　ていくことを願います。

●第１４回ふるさと商工祭 
　コミュニティセンター前

　１１月２日（月）午前１０時～午後７時

●御堂・萩平地区 八幡山神社
【獅子舞】 １１月上旬予定 

　※笠鉾については開催未定

　獅子舞：時間未定詳しくは１０月中旬

　にお問合せください。

●坂本地区 坂本八幡大神社
【神代里神楽】 １１月３日（祝・火）

　午前１０時～午後４時

 （祭典：午前１１時～正午）

●皆谷・朝日根地区 
　朝日根八幡神社　
【獅子舞】１１月３日（祝・火） 

　午前８時～午後３時３０分

 （祭典：午前１１時～）

●大内沢地区 大内沢浅間神社
【獅子舞】 １１月１日（日） 

　午前１０時３０分～午後４時

（祭典：午前９時～）

　時間等、変更になる場合があります。

詳しくはお問合せください。

問合せ　産業建設課 　８２－１２２３

村内各
地で

秋のお
まつり

を

開催し
ます


